
様 式 Ｃ－４１ 

 

科学研究費助成事業 研究成果報告書 
     令和２年５月 27 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
研究成果の概要：本研究は、2022 年度より実施される高等学校次期学習指導要領でも強調され
ている体験に基づく探究学習を導入・実施した結果、これまで科学的に明らかにされていなか
った学習者の能力にどのような影響を与えるのかということについて検討した。文部科学省指
定事業スーパーグローバルハイスクール（SGH）のプログラムを３年間受講した高校生のグロー
バル能力に関する意識調査と体験学習や探究学習の参加度を合わせて分析した結果、体験学習
と探究学習は、学習者のグローバル意識の向上だけでなく教科学力の涵養にも一定の効果を持
つ可能性が示唆された。 
 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
高等学校次期学習指導要領では、各教科においても課題探究型の教育方法や探究的な教科や科
目が新設され、より探究的・教科横断的なカリキュラム・マネジメントが重視されており、探
究学習への関心や効果への期待が高まっている。独自の検証方法によって体験学習と探究学習
の教育的効果について実証した本研究の成果は、政策的・理念的なものとして受け止められて
いる次期学習指導要領の精神を現場の教員が納得して受け入れることに役立つと考えられる。
また、本研究で行った検証方法を普及することで、新学習指導要領に基づくカリキュラムの広
範で安定的な普及につながることが期待される。 
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１．研究の目的 

本研究の目的は、次期学習指導要領で強調されている体験を重視する探究的な学習活動が、学
習者の意識の変容や、教科学力にどのような影響を及ぼすのかを検討することである。具体的
には、文部科学省のスーパーグローバルハイスクール（SGH）の指定校において、国内外の体験
学習と探究学習（課題研究）のプログラムを高校３年間受講した 496 名の学習者の意識調査や
教科成績を多面的に分析し、学習者の意識の変容と学力との相関について検討する。 
 

 

２．研究成果 
(1) 学習者のグローバル能力 
学習者のグローバル能力については、A 知識力（世界に関する知識、日本に関する知識、自然
科学に関する知識）、B 基盤能力（英語力、情報分析力、プレゼンテーション力、論理的思考力、
多面的思考力）、C 人間力（自己主張、包容力、責任感、リーダーシップ）、D 課題対応力（創
造力、課題解決力、課題発見力、探究力、想像力）、E 経験力（国内での異文化交流体験、海外
での実体験、外国人の友人を作ること、国内フィールドワーク体験、ボランティア経験、世界
貢献）について、どれだけ達成できたかということについて５段階評定で調査した結果、プレ
ゼン力や論理的思考力、多面的思考力といった「基盤能力」と課題解決力、課題発見力、探究
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図１ グローバル体験スコア累計値の推移 

力等、「課題対応力」に３年間で特に伸びが確認された。また、これらの 23 項目について因子
分析を行ったところ、学習者の考えるグローバル能力として、固定値１以上の因子が４つ取り
出された。第１因子は、課題解決力、探究力、想像力、包容力、責任感、多面的思考力が寄与
する「課題解決力」、第２因子は、外国人の友人、国内体験、海外体験、世界貢献、国内フィー
ルドワーク体験、ボランティア経験、英語力が寄与する「貢献実践力」、第３因子は、リーダー
シップ、プレゼン力、論理的思考力、自己主張、科学知識、ボランティア経験、国内フィール
ドワーク体験が寄与する「国際交流力」、第４因子は、世界知識、日本知識、科学知識、情報分
析力、英語力が寄与する「基礎的知識・技能」と解釈することができる。そして、23の項目の
うち、国内フィールドワーク体験とボランティア経験が「貢献実践力」と「国際交流力」の両
方に、英語力が、「貢献実践力」と「基礎的知識・技能」、科学知識が「貢献実践力」と「基礎
的知識・技能」の両方に強く寄与していることがわかった。これらは、23の下位能力の中でも
鍵を握る能力となっている可能性があり、これらの能力を育成する学習活動の工夫がのぞまれ
る。 
 
(2)グローバル体験学習と教科学力との連関 
学習者が課外で自主的に取り組んだグローバル体験活動の参加度を示すポイントの累計値の推
移を図１に記載する。このポイント
は、準備時間、選考の有無、活動期
間等の活動負荷によって決定した
合計得点である。図で示されている
とおり、ポイントの約 65%は国内体
験によるものである。また、３年生
で新規に獲得したポイントはほと
んどないことから、２年生まででグ
ローバル体験活動がほぼ終了して
いることが確認できる。そのため、
調査対象とする成績については、２
年生終了時の評定と英語技能テス
ト（GTEC）のスコア、２年生の最後
に受験した模試偏差値とした。それ
らの成績とグローバル体験との相関
を求めたところ、以下の結果が得られ
た（表１）。 
 

表１ グローバル体験学習と教科学力の相関 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
r=.2 以上を相関の目安とすると、国内体験学習の参加度は理科の評定と英語の評定と５教科総
合の評定平均値及び英語の模試の成績との間に弱い相関がみられた。海外体験学習は英語と５
教科総合の評定平均値 と英語の模試、英語技能テスト（以下、GTEC）の間に弱い相関がみられ
た。国内、海外体験学習の参加度の合計は、 国語と数学の模試成績を除く全ての教科の評定と
模試成績及び GTEC の得点と弱い相関があった。このことから、グローバル体験学習は、教科
学力に弱いながらも一定の効果を持つ可能性が示された。 
 
 (3)探究学習と教科学力との連関 
図２は、学習者全員が、授業内及び課外の調査活動や家庭学習で高校３年生までに取り組んだ
課題研究論文の評価値の全体の分布である。 



図２ 課題研究論文評価値の全体分布 

この得点は、教員が観点を
定めて作成した詳細なル
ーブリック（100 点満点）
を基に各学習者の指導教
員が算出したものである。
この評価値と上記の教科
学力データの関係は表２
のとおりとなった。(2)の
グローバル体験と教科学
力との関係と比較すると、
探究学習と教科学力には
より強い相関が確認され
た。 
 
 
 
 
 
 
 

表２ 探究学習と教科学力の相関 
 
 
 
 
 
論文評価値については、５教科すべての評定との間に r=3.9～.48 の中程度の相関、模試、また
GTEC との間に r=.23～.29 の弱い相関があった。科目別に見ると、評定については、国語、理
の弱いの相関がある。科目別に見ると、評定については、国語、理科、英語、模試においては、
国語と英語との相関がやや強い。このように、探究学習における論文執筆能力は、一般に想像
されるように国語などの文系学力にのみ関係するものではなく、文系・理系を問わず高等学校
で教育する多様な学力と相関することが示唆された。 
 
 
(4)まとめ 
以上のことから、グローバル体験学習と探究学習に重点をおいた教育プログラムは、総体とし
て学習者のグローバル意識や能力を高めていると推察される。また、グローバル体験学習や課
題研究で行った探究学習は、学習者の態度や意欲を含めた「広義の学力」を表す評定と、「狭義
の学力（各教科における知識・技能）」を測る模試成績及び技能試験（英語）の成績の両方に一
定の効果があることも明らかとなった。以上のことから、体験的・探究的な学習が、学習者の
意識に肯定的な変容をもたらすだけでなく、教科学力の涵養にも一定の効果があることが示唆
された。 
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